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◎詳しくは、「北海道農村新聞」（年間購読料 1,800 円・税込）をご覧ください。 

 お申し込み・お問い合わせは、道農連事務局（℡011-241-5416）まで 

森山農林水産大臣にＴＰＰ大筋合意の白紙撤回を要請/中央要請行動 
 道農連は１０月２３日、石川純雄委員長ら各地区代表７名で、ＴＰＰ大筋合意対策中

央行動を実施し、新たに就任した森山裕農林水産大臣に対し、「ＴＰＰ農産物市場アク

セス交渉合意」の白紙撤回を求めた。併せて、農水省大臣官房参事官への要請も行った。 

 要請では、合意内容は国会決議に反しており、専業農家主体の北海道農業が深刻な打

撃を受けるとし、農業者の強い憤りを訴え大筋合意は容認できないとした。具体的には、

①合意内容の速やかな情報開示、国会における徹底検証や国民への説明責任を果たすこ

とや、②合意を白紙撤回し、国内農業の持続的な発展を可能とする国境措置の確保、③

再生産確保を補償（所得の下支え）する抜本的な経営所得安定政策の確立を要請した。 

  

１０月の活動記録（上記以外） 

 ７日 第８回北海道ＴＰＰ問題連絡会議  

 15 日 ＴＰＰ大筋合意北海道ブロック意見交換会（水  

    田・畑作・園芸品目関係） 

 16 日 ＴＰＰ大筋合意北海道ブロック意見交換会（酪   

    農・畜産品目関係）   

 26 日 てん菜受渡現地調査（～27 日） 

 27 日 てん菜協会第３回理事会 

 28 日 連合北海道第 28 回定期大会  

      

  

  

  

 

１１月の活動予定 
       ４日 合成洗剤追放道連絡会第１回運営委員会   

       ６日 第 3 回酪農・畜産対策委員会 

       食・みどり・水を守る道民の会第３回幹事会 

      道地域政策調査会主催シンポジウム「改正農協法   

      を検証する～地域と共に、共同組合の理念と役割」     

    ９日 第４回米・水田農業対策委員会 

   １０日 第３回組織財政委員会 

   １３日 第３回畑作・野菜対策委員会 

   １６日 米・水田農業対策中央行動（～１７日） 

   １８日 平成２７年度税務研修会 

      道農連全道書記長・事務担当者研修会 

   １９日 第２回真の農政改革実現対策委員会 

   ２５日 ２８年度畜産物価格対策等第１次中央行動 

      畑作・野菜対策中央行動【予定】（～２６日） 

  ２７日 第４７回食とみどり、水を守る全国集会（～２８日） 

 

  

 

 

       

     

     

     

  

道農連女性書記の会総会・研修会を開催 

 道農連女性書記の会は１０月１日、

帯広市内で第５４回定期総会を開催

し、平成２７年度の活動計画などを決

定した。 

 総会後は、満寿屋商店の杉山雅則代

表取締役社長を講師に迎え、「道産小麦

の魅力と地産地消の取り組み」につい

て学習した。 

また、翌日の研修会では、帯広市内

の満寿屋商店「麦音」や中札内村の六

花の森や道の駅を視察・訪問した。 

 

  

2015 年(平成 27 年)１1 月 2 日発行（第３３号） 

－食・みどり・水を守る道民の会－ 

アジア・アフリカ支援米「収穫祭」/育樹祭を開催 

 道農連や連合北海道で構成する食・みど

り・水を守る道民の会（高倉司会長）は１０

月３日、食料不足に苦しむカンボジアやマリ

共和国への支援米提供などに取組む「アジ

ア・アフリカ支援米」の収穫祭を開催。春に

田植を行った空知管内由仁町の三田村農場に

は会員とその家族など５０名が参加し、稲刈

り作業や新米の実食体験などを行った。 

 また、17 日には、同会員とその家族など約

５０名が参加するもと第１０回の育樹祭を開

催。この取組は、平成１６年の大風１８号に

よる大規模な風倒木被害の復旧のため、支笏

湖周辺の国有林で植樹を行っており、今回は

樹木の育成に必要な枝うち作業を行った。 
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